
D. Prefix Suffix Search
原案: climpet
問題文: darsein
データセット: climpet
解答: climpet, darsein, tossy
解説作成: climpet



問題概要

N 個の単語 w1, …, wN が与えられる。次の形式のクエリ Q 個に答えよ。

● 文字列 p, s が与えられる。

N 個の単語のうち、接頭辞が p で接尾辞が s であるものの個数を求めよ。



考察

1. もしも s が空文字列なら、wi をソートしておいて、p を二分探索

2. もしも p が空文字列なら、逆文字列 wi
rev をソートしておいて、srev を二分探索

3. 一般の場合については、これらを組み合わせることで次の問題に帰着できる。

(次ページ参照)
○ 二次元平面上に N 個の点が与えられる。

クエリとして長方形の上端・下端・左端・右端が与えられるので、

長方形内の点の個数を答えよ。



考察

acgeb brabaa aceb acfaebacez

beafca

aaba

beca

begca

rb

zeca

wi をソート

wi
rev をソート

対応する点をプロット

p = ac,  srev = be の場合



解法まとめ

1. wi をソートしておく。この配列を W とする。

2. wi
rev をソートした配列 R も作っておく。

3. X[i] = (wi
rev が R の中で何番目か) を求めておく。

4. クエリ p, s には次のように答える。

a. W について p を二分探索し、長方形の左端と右端を求める。

なお、右端については p + ’~’ を二分探索すると楽。(’~’ は辞書順が大きいので)
b. R について srev を二分探索し、長方形の上端と下端を求める。

c. X[左端..右端] の中で、上端と下端の間にある要素の数を求める。

これは segment tree (プログラミングコンテストチャレンジブック K-th Number 参照) や
wavelet tree, wavelet matrix などを用いると効率よく求められる。

計算量は全体で O((Σi|wi| + Σj(|pj| + |sj|)) log N + (N + Q) log2 N) など。



別解：ハッシュを用いた解法

接頭辞・接尾辞のうち片方をハッシュでどうにかする。

具体的には、単語のすべての接尾辞についてハッシュ値を求め、

map<ハッシュ値, ソート済み単語番号リスト> みたいなのを作っておく。

クエリでは、map[s のハッシュ値] が「s を接尾辞として含む単語一覧」となるので、

あとはこのリストに対して二分探索すれば答えが求められる。

(ハッシュではなくtrie等を用いてもよい)



さらに別解

● 各単語を、区切り文字を挟んで2つ重ねる (例: abcdef → abcdef#abcdef)
● クエリでは、s + ’#’ + p を含む単語を見つける問題に帰着できる。

● なので、接尾辞配列等を用いるか、またはクエリを先読みして Aho-Corasick 等で

解くこともできる。



やや嘘っぽい別解

● 前述の長方形の高さと幅を a, b とすると、

各クエリに O(min(a, b)) で答えるのは簡単。

● 実は、今回の制約だと、min(a, b) の総和は (おそらく) そこまで大きくならない。

○ 頑張ってみたけど 1億弱が限界でした。

○ 単語とクエリがそれぞれ distinct なのが効いている。

● というわけで、変なデータ構造使わなくても通る。十分速い。



統計情報

● ACチーム数 / submission数
○ 12 / 36 (33.3%)

● First Acceptance
○ UKUNICHIA (61:54)


